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第1章 緒 論

血管内輸入卵白ノ血行消失時間 ノ遲速ニ對シ網

内系(網状織内被細胞系統 ノ略稱)機 能 ノ關與セル

コトハ第1編 ヨリ述ベ來レル所ニシテ次ニ其 ノ注

入卵白ガ生體内ニテ如何ナル分布 ヲ示シ又如何ナ

ル運命ヲ辿ルカヲ檢スルハ甚ダ興深キコトナリ.

文獻ヲ按ズルニ經口的又ハ非經口的ニ投與セラレ

タル 異 種蛋 白 ハ腎臟 ヨ リ排 出 セ ラル コ トハAscoli

u. Bonfanti1)以 來Kentzler2), Hecker3), Ham-

burger u. Sperk4), Gangfofer u. Langer5), Moro6),

東7),佐 伯8),久 永9),黒 田10)等 ニ ヨ リ證 明 セ ラレ

又一部ハ浸然肝臟ヨリ排出セラルル ト想定セラル

ルモ其 ノ他1體 内諸臟器ニ如何ナル分布ヲナスモ

ノナルカノ詳細ニ至 リテハ見ルベキ業績少ナキガ

如 シ,唯Vanghan, Cumming u. Glumphy11)

等ガ異種蛋白ガ血中 ヨ リ消失後尚ホ2-3臟 器 ニ

於テハ過敏症反應ニヨツテ證明シタト云 ヒ,余 ハ

曩ニ伊藤12)ト發熱時及 ビ網内系失調時ニ於テ靜脈

内注入卵白ノ諸臟器内ニ於 ケル分布及 ビ消長 ヲ檢

シ,其 ノ運命ニ就キ多少窺知スル所アリタリ.又

大村13)ハ卵 白ノ靜脈内注入家兎 ノ臟器移植試驗ニ

テ沈降素發生ヲ檢シ賢臟,肝 臟及ビ脾臟ニ於テ最

モ多ク抗原(卵 白)ヲ抑留セルヲ見タル等アルニ過

ギズ,非 經口的輸入卵白ノ生體内ニ於ケル運命ヲ

知ラントスレバ血中ノ消長體内諸臟器ニ於ケル分

布及ビ主ナル排出所タル腎臟 ヨリ尿中ヘ ノ排泄ノ

状ヲ檢査スル時始 メテ判然トスルモノナラン.然

ルニ之等 ノ點 ヲ考慮シテ實驗 ヲ試 ミタル業績ハ未

ダ余ノ知ラザル所タリ.

茲 ニ於テ余ハ動物ニ就キ實驗的ニ腎炎又ハ肺炎

ヲ起サシメ,夫 等 ノ場合ニ非經口的輸入卵白 ノ生

體内分布ヲ檢シテ以テ生體ノ一部臟器 ニ於 ケル病

變ノタメ,或 ハ病變ヲ起セル臟器ノ異ルタメ或ハ

同一臟器 ト雖モ加ヘタル操作ヲ異ニセルタメ等ニ
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2 藏 本 積

ヨリテ輸 入卵白ノ體内分布状態ガ如何ニ變化スル

モ ノナ リヤヲ檢索セリ.

第2章 實驗方法及 ビ供試材料

實驗動物 トシテハ2000g内 外 ノ強壯ナル雄性家

兎(導 尿ニ便ナルタメ)ヲ選 ビ,之 ニ鷄卵白ト同量

ノ生理的食鹽水 ヲ加ヘタル液ヲpro kilo 10cc宛

ヲ耳靜脈内ニ徐々ニ注入シ其 ノ際時間的ニ採レル

血液,臟 器浸出液及ビ尿ニ就テ沈降反應ヲ利用シ

卵白ノ證明 ヲ行ヒタリ.卵 白免疫家兎血清ハU氏

稀釋法ニヨリ30.000倍 陽性ノモノヲ用ヒタリ.

臟 器浸出液ヲ造ルニハ伊藤12)トノ實驗ニ於テ行

ヒタル ト同樣ニ先ヅ一定量 ノ生理的食鹽水ニテ腹

腔内諸臟器ノ血液ヲ洗滌シ,肺 臟ハ別ニ取 リ出シ

テ注射器ニテ肺動脈ヨリ一定ノ壓 ヲ以テ一定量ノ

生理的食鹽水ニテ灌流シタル後肺,肝,脾 臟筋肉

及 ビ腎臟等ノ夫々一定量ヲ販 リ乳鉢ニテ金剛砂ヲ

混ジ充分磨碎シ泥状トナレルモノニ5倍 量ノ生理

的食鹽水 ヲ加ヘテ「コルベン」ニ移シテ侵出液 ヲ作

ルコトトセ リ.伊 藤 トノ實驗ニ於テハ此 「コルベ

ン」ヲ37℃ 孵卵器内ニ1時 間收 メ時々振盪シ,其

ノ液 ヲBerkefeld氏 濾過器ニテ濾過セル濾液ニ就

テ實驗セルニ不透明ニシテ沈隣反應ニ不便ヲ來セ

ル コトアリタリ.然 ルニ岡崎氏14)ハ免疫家兎 ノ諸

臟器浸出 ニハ「メヂウム」トシテ生理的食鹽水ガ最

適 ニテ56℃ 2時 間浸出加温シ更ニ24時 間氷室ニ

貯藏シタル後遠心沈澱ヲ行フ時,他 ノ濾過法ニヨ

ルモノニ比シテ抗體含有量多シト云フ,依 テ余ハ

今囘此法ニ倣ヒ56℃ 30分 間 浸出加温シ氷室ニ24

時間收メ後遠心沈澱シ更ニ其ノ上清液ヲ濾紙ニテ

濾過シタルモノニ就キ檢査セリ.

腎炎作成ニハ「硝酸ウラン」(以 下「ウ」ト略)及

ビ「カンタリヂン」(以 下「カ」ト略)ヲ 用ヒタリ.

前者ハ主 トシテ細尿管ヲ侵ス トセラレ特ニ主管 ニ

於テ侵害甚 シク,多 クハ壞死ニ陷 リヘンリー氏蹄

係中上行脚ハ同ジク變性 ニ陷ルコトハ既ニ周知ナ

リ.又 「カ」腎炎ハ主 トシテ蹄係毛細管及ビボーマ

ン氏嚢 ヲ併セタル絲毬體腎炎ヲ起スト云フ.仍 而

「硝酸ウ」ハ1%溶 液 ヲ作 リコレヲpro kilo 1cc宛

皮下ニ注射シ,「 カ」ハ1%「 醋酸エーテル」溶液 ヲ

家兎 ノ體重ニ應ジ0.15-0.2cc.皮 下注射ヲ行ヒ且

尿蛋白質,尿 沈渣及ビ尿量 ヲ檢シ又屠殺後肉眼的

ニ腎炎 ノ惹起ヲ確 メタリ.

肺炎作成 肺炎作成ヲ實驗的ニ動物ニ試 ミルニ

ハ肺炎菌ノ直接肺臟内或ハ肋膜腔内注射ノ外,皮

下注射,靜 脈内注射等種々アルモ,コ ノ中氣管内

ニ注入方法ハ多數先人Wadowarth23), Lamar u.

Meltzer, Winternitz u. Hirschfelder24), Blake u.

Cecil25),眞島等ニ適用セヲレ居ルヲ以テ余モ亦此

方法ヲ採用セリ.即 チ菌株ハ肺壞疽患者ノ喀痰ヨ

リ分離シ血液寒天培養 ヲナシ其 ノ都度數囘宛 「マ

ウス」ヲ通過シテ毒力 ヲ高メタルモ ノノ24時 間血

液寒天培養 ヲナシ,培 養基一斜面ニ對シ2cc.ノ 滅

菌蒸溜水ヲ加ヘテ菌液ヲ作 リ家兎ノ氣管ヲ手術的

ニ露出シ,コ レニ菌液 ヲ注射器ニテ肺臟ノ方向ニ

注入シ後傷口ヲ縫合セリ.其 ノ坂ハ呼吸及ビ體温

ヲ檢シ,又 屠殺後剖檢ニヨリ肺炎ノ有無ヲ確カメ

タリ.

第3章 實 驗 成績

第1節 正 常 例

血液中ニテハ卵白注入後30分 ニハ稀釋度1600

倍 ノ最高價ヲ示シ,時 間的經過 ト共ニ漸次減少シ

7時 間目ニ於テハ200倍 ニ減ジ,一 方卵白 ノ尿中

排出ハ卵白注射後30分 間 ニ16.000倍 ノ濃度ニ證

明セラレ30分 ヨ リ1時 間迄ハ同ジ濃度 ヲ示シ,尿

量ハ多少其 ノ間増ス.其 ノ後尿中卵白ハ漸次減少

シ7時 間後ニハ200-500倍 トナル.斯 クテ尿中卵

白ハ卵自注入後30分-1時 間 ノ間ニ於テ排出最モ

多キモ ノノ如シ.腎 臟ノ卵白保有量ヲ檢セルニ卵

白注入後初メ1時 間マデ皮質部ニ多ク,後 ノ5-7

時間 ニハ逆ニ皮質部 ノ夫ハ髓質部ニ比シテ減少セ

リ.脾 臟及ビ肝臟 ノ卵白保有量ハ卵白注入後1時

間ニ最モ多ク其ノ後ハ時 ト共 ニ次第ニ減少セ リ.
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非經口的輸入卵白ノ運命ニ關スル研究(第4編) 3

筋 肉ニ於テハ他 ノ臟器ト異 リテ始メヨリ保有スル

所少シ,肺 臟ハ脾臟ニ比 シテ少量ニシテ1時 間後

ニ最モ多ク含有シ,其 ノ後 ノ減少ハ基ダ緩徐タリ.

以 上ヨリ輸入卵白ノ體内分布ハ正常家兎諸臟器中

腎臟ニ於テ最モ多ク次ニ脾臟ニ多ク肺臟,肝 臟ハ

コレニ次ギ,筋 肉ニ於テハ最モ少シ.

第1表 正 常 例

第2節 「ウラン腎炎」例

「硝酸ウ」溶液ノ皮下注射ニヨリ細尿管ハ第2日

ノ終 リニハ極度ニ障碍サレ第3日 ニハ血管系モ多

少障碍ナシトセザルモ主 トシテ細尿管系 ノ變化著

シキモノナリト云フ.余 ノ實驗ニヨレバ「ウ」注射

第1日 ニハ腎血管ハ過敏状態 トナリ,尿 量ハ多少

増加シ第2日 ヨリ尿量稍々減少シ,蛋白質ハ3-7‰

トナリ尿沈渣中圓〓多數出現シ白血球及ビ上皮細

胞 ノ證明サルルモノ多シ.第4日 以後ハ尿量ノ減

少殊ニ著明 トナリ終ニ無尿 トナルニ到ル.家 兎ハ

第2日 ヨ リ食慾漸次滅退シ元氣衰ヘ5-6日 後ニ

於テ斃ルルモノ多シ.腎 臟ハ全體 トシテ肥大セズ,

割面ヲ見ルニ初期ハ著變ナク,2日 後 トナレバ髓

質部ニ點状ノ出血ヲ認メ往々皮質部ニモ認メラル

ルコトアリ,3日 以後 トナレバ髓質部ハ稍々肥大

シ,コ レニ反シテ皮質部ハ狹小 トナレル ノ感ヲ呈

スルニ至ルモ兩部 ノ境界ハ常ニ判然タリ.

A).茲 ニ於テ細尿管 ノ障碍著明ニシテ血管系ノ

變化少キ第3日 ヲ選ビ靜脹内ニ注入セル卵白 ノ體

内分布及ビ消長ヲ時間的ニ檢セルニ,先 ヅ肺臟ニ

於テハ卵白ノ保有量ハ殆 ド正常 ト大差ナク,筋 肉

内 ノソレハ初期ニハ正常 ト異ラザルモ3時 間以後

ハ減少緩漫 トナ リ組織内ニ抑留スル コト多 ク
,脾

臟ニ於テモ初メハ對照 ト差ナキモ2時 間以後保有

量増加シ減少スルコト遲 々タリ.肝 臟 ニテハ卵白

ハ初メヨリ少ク5時 間以後ニハ正常 ト異ナラズ.

就 中注目スベキハ腎臟ニ於テハ他 ノ臟器 ト甚ダ趣

ヲ異ニシ皮質部ニテハ卵白ノ瀦溜1時 間後 ヨリ對

照ニ比シテ増加シ,7時 間 ヲ經ルモ減少セズ.髓

質部ニ於テハ初 メヨ リ皮質部以上ニ増量シ1-2

時間後ニ於テハ最モ多 ク抑留セラレ3時 間後ヨリ

多少減ズルモ其 ノ後ハ更ニ減少セズ,正 常ニ比シ

3



4 藏 本 積

甚 ダ 増 量 セル ヲ見 ル.

血 管内 卵 白 ノ消 長 ヲ見 ル ニ當 初 ヨ リ消 失 ノ遲 延

ヲ示 シ血 中 ニ滯 溜 スル コ ト多 シ.尿 量 ハ 腎 炎 ノタ

メ甚 シ ク減 ジ途 中 ヨ リ無 尿 トナ ル コ ト屡 々ニ シテ

卵 白 ノ尿 中排 出 モ 減 少 セル ヲ見 ル.以 上 ノ變 化 ハ

要 スル ニ「ウ ラ ン腎 炎」ノタ メ尿量 甚 ダ僅 微 トナ リ

從 ツテ尿中ヘ ノ卵白排出著シク障碍サレル結果,

血中 ヨリノ消失モ甚ダ遲延シ,其 ノ際一般臟器ニ

永ク抑留セラレ,殊 ニ腎臟ニ於テハ其ノ瀦溜著シ

クナル ト解釋スベク,而 シテ獨 リ肝臟 ノミハ保有

量ヲ減ズ.

第2表 「ウ ラ ン 腎 炎」例 其 ノ1(「 ウ」注射後第3日 ノ實驗)

卵 白 注 入 後 時 間 的 經 過 ニ 從 フ 體 内 分 布 状 態

第1圖 「ウ ラ ン 腎 炎」例
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B).次 ニ「ウラレ腎炎」ノ種々時期ニヨル注入卵

白ノ體内分布 ノ變化ヲ檢セルニ,先 ヅ尿量ハ「ウ」

注射後腎炎ノ進行ニ從ヒ益 々減少シ第4日 以後ハ

殆 ド無尿状 トナリ,尿 中卵白ノ濃度ハ一般ニ低ク

依テ尿中ヘノ排出著明ニ減ジ,末 期ニ至ルト共ニ

其ノ排泄益々減少シ,同 時ニ卵白 ノ血行外消失亦

甚ダ障碍セラル.而 シテコノ血中卵白ノ瀦溜ハ注

射後10時 間以後ニ來 リ,其 ノ程度ハ1600-3200

倍陽性ニ達ス.腎 臟内卵白量ハ初メ 「ウ」注射後

10-15時 間迄ハ對照 ト異ラザルモ,1-3日 後 ニハ

著シク増加シ,而 モ髓質部 ノ増量ハ皮質部 ヨリモ

著明 ニシテ,正常ニ於ケル ト反對ナリ.其 ノ後4-

5日 後 ニ漸次減ジ正常値ニ接近 ノ傾向ヲ示ス.肝

臟,肺 臟及ビ筋肉ニ於テハ腎炎ノ時期ニヨル著變

ハ認メラレズ.僅 ニ筋肉,肝 臟 ニテハ稍々減少ノ

傾向ヲ示シ,脾 臟ニテハ後期ニ多少減少ヲ見ル ノ

ミナ リ.

第3表 「ウ ラ ン 腎 炎」例 其 ノ2

第3節 「カ ン タ リヂ ン腎 炎 」例

Schlayer u. Hedinger等 ニ ヨレ バ 「カ」ノ極 少

量(1%溶 液0.005-0.5cc)ヲ 家 兎 ニ注 射 スル モ既

ニ7-8時 間 ニ シ テ 著 シ キ腎臟 機 能 障 碍 ヲ示 ス ト

云 フ.余 ハ1%溶 液0.15-0.2ccヲ 注 射 シ,腎 臟

血 管 系障 碍 ノ著 明 ニシ テ細 尿 管 ノ障 碍 ハ 少 シ トセ

ラルル,注 射 後8時 間 目 ニ卵 白 ヲ注 入 シ其 ノ體 内

分 布 ヲ時 間 的 ニ檢 セ リ.此 時期 ニハ既 ニ腎臟 ハ多

少充血肥大シ所々點状溢血ア リ,殊 ニ皮質部ニ著

明ニシテ又皮質部 ト髓質部 トノ境界不分明ナルコ

ト屡々ナリ.然ルニ尿蛋白ハ少ク1-1.5‰ ヲ超ユ

ルコト殆 ドナク,沈 渣中ノ圓〓モ少數ニシテ上皮

細胞中等度,之 ニ反シ赤血球可成多シ.

A).比 ニ於テ卵白柱入後 ノ變化 ヲ見ルニ,先 ヅ

尿量ハ多少ノ減少ノ傾向ヲ示スニ過ギザルモ尿蛋

白量ハ初メ減少シ5時 間以後ハ對照 ト一致シ,卵

白ノ尿中排田稍々障碍サル.腎 臟 ノ卵白保有状態

ヲ觀察スルニ,皮 質,髓 質共ニ先ヅ一度同程度 ニ

増シ,然 ル後次第ニ減ズルガ如シ.肝 臟ニテハ初

メヨリ5時 間後マデ殆 ド増加セズ其 ノ後モ正常ニ

等シク,脾 臟ニ於テモ初 メ1時 間後マデハ對照ニ

比シテ低位ヲ示スニ拘ラズ,後5-7時 間頃ハ却 ツ
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テ増量 ス.要 之初 メノ保有量少キモ減少緩漫ニシ

テ後マデ多ク抑留 スルモノナ リ.肺 臟,筋 肉ニハ

著變ヲ認 メズ.即 チ「カ腎炎」ニ於テモ非經口的輸

入卵白 ノ尿中ヘノ排出モ不良 トナリ,其 ノ血管外

消失モ遲延シ,其 ノ際腎臟卵白保有量ハ皮質,髓

質ノ差異ナク殆 ド同一ニシテ一般ニ増加ス.他 ノ

臟器中肺臟,筋 肉ニハ著變ナク,網 内系細胞ニ富

ム肝臟,脾 臟ニ於テ ノミ趣 ヲ異ニス.即 チ脾臟ニ

於テ初 メハ正常ニ比シテ減少シ後ニハ却 ツテ増加

シ,肝 臟ニ於テハ初 メヨリ低位ヲ示シ後ハ對照 ト

大差ナシ.

第4表 「カ ン タ リ ヂ ン 腎 炎」例 其 ノ1(「 カ」注射8時 間後實驗)

卵 白 注 入 後 時 間 的 經 過 ニ 從 フ 體 内 分 布 状 熊

第2圖 「カ ン タ リ ヂ ン 腎 炎 」例
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 B). 次 ニ「カ」注射後時日ノ經過ニ從ヒ時期ニヨ

ル差異ヲ見ルニ「カ」ニ依ル變化ハ概シテ急激ニ經

過シ時ニ第2日 ニ斃ルルモノアルモ然ラザルモノ

ハ第3日 以後ハ元氣次第ニ恢復ニ向フモノ多シ.

カカルモノノ腎臟ハ肉眼的病變僅少ニテ全般的肥

大ヲ見ルニ過ギズ.コ ノ時期ニハ尿蛋白竝ニ血球

ハ多少證明セラルモ尿量ハ差程減少セザルモノノ

如シ.次 ニ各臟器 ノ卵白ノ消長ヲ記セバ肺臟,筋

肉ニ於テハ時期ニヨル差異著明ナラズ,脾 臟ニテ

ハ終始減少ヲ示シ,肝 臟ニ於テモ甚シク減少シ

「カ」注射後16時 間-2日 後ニ於テ殊ニ著明ニシ

テ,血 中ヨリノ卵白消失ハ一般ニ遲延シ9-16時

間後 ノモノニ滯溜殊ニ著明ニシテ,尿 中ノ卵白ハ

一般ニ減少,尿 量ニ於テ9時 間-1日 後 ニ稍々減

少セル ノ感ア リ.腎 臟ニテハ9-16時 間後ニ髓質

部ニハ増量ヲ示シ,皮 質部 ト同量又ハ増加ヲ來シ,

其 ノ後ハ皮質部ハ多少減少シ髓質部ハ正常 ト大差

ナシ.

 要 スルニ以上ヨリスレバ「カ腎炎」ニ於テハ經過

ノ速カニシテ「カ」注射後6時 間 ヨリ1日 後迄 ノ間

ニ於テ,其 ノ卵白ノ體内分布上ノ變化著明ニシテ

1日 以上ヲ經過セルモノニ於テハ其 ノ障碍變化ハ

既ニ稍 輕々 度ナ リ.

第5表 「カ ン タ リ ヂ ン 腎 炎」例 其 ノ2

「カ ン タ リヂ ン」注 射 後 種 々異 ル時 期 ニ於 ケル 體 内 分 布

      第4節 肺 炎 例

 菌液 ノ氣管内注入手術直後一時多少呼吸困難 ヲ

ミ,後2-3時 間 ニシテ屡々一過性 ノ體温下降シ後

上昇ニ向フコトアリ.多クハ5-6時 間後ヨリ急激

ニ上昇シ第2日 目ニ最高(1.5-2℃ ノ體温上昇)

ヲ示スモノ多ク,呼 吸數モ増加スルヲ常トス.高

熱期ノ頃ヨリ家兎ハ元氣衰ヘ食慾不振トナリ5-

6日 後 ニ死スルモノ多ク,剖 檢セバ肺臟ハ稍々膨

大シ炎衝ハ大葉性ナレドモ肺葉全部ニ波及セズ.

往 々2葉 ヲ侵ス.菌 液注入第1日 ノ終 リヨリ第2

日ノ炎衝初期ニハ侵サレタル肺葉ハ暗赤色ヲ呈シ

表面滑澤,著 シク膨大シ,稍 々硬度ヲ増セサ.割

面又暗赤色ニシテ濕潤,含 氣量少シ.コ レヨリ病

變進行スルニ從 ヒテ肺ハ暗赤色ヨリ赤色或ハ灰赤

色 トナリ硬度ヲ増シ,組 織ハ充實シ來ル,尚 ホ第

4-5病 日 トナレバ患部ハ灰白色 トナ リ,硬 度ハ

益 々増加シ時ニ限局性化膿竃ヲ見ルコトア リ.

 A). 菌液注入後第2日 ニ卵白ヲ靜脈内ニ注入シ

時間的 ニ其 ノ體内分布ヲ檢シタルニ血管ヨリノ消

失状態ハ正常ニ比シテ初メ多少ノ遲延 ノ傾向 ヲ示

7
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スモ5-7時 間後ニ至 リテハ異ナル所ナシ.尿中 ノ

卵白量ハ始 メ稍々低キ價 ヲ示スモ尿量一般ニ多少

増スヲ以テ卵白全排出量ハ對照 ト大差ナク,腎臟

ニ於 ケル卵白保有量ハ正常 ト異ラズ.肺臟 ニテハ

卵白注入後30分-1時間 後ノ 卵白量ハ變 ラザル

モ,其 ノ後 ノ減少速度正常ヨリモ稍 々促進セラル.

脾臟 ニテハ30分 後ニ最高ヲ示セ ドモ對照ト大差

ナク1時間 後ニ 既ニ 減少セルモ後 ハ正常ニ等シ

ク,肝 臓ニ於テハ始 メヨリ保有量少ク又減少モ緩

徐ニ シテ7時 間後ニ ハ正常 ヨリモ却ツテ多量 トナ

ル.筋 肉内 ニテ ハ著變 ヲ認 メズ.

第6表 肺 炎 例 共 ノ1(菌 液注入後第2日 ノ實験)

菌 液 注 入 第2日 目 ノ 卵 白體 内 分 布 状 態

第3圖 肺 炎 例
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 B). 次 ニ肺炎ノ時期ニヨル卵白體内分布ノ變化

ヲ窺フ爲菌液注入後13時,1日,2日,3日,4日,

5日 ニ亙 リ,各 々卵白ヲ注入シ1時 間後 ノ各臟器

内 ノ卵白量 ヲ檢シタルニ次 ノ如キ成績 ヲ得タリ.

炎衝竈 タル肺臟ニ於テハ炎衝極期ノ2-3日 頃 ニ

ハ卵白保有量多少減少 ノ傾向ヲ示 スモ4-5日 後

ニ至レバ正常ニ復ス.筋 肉ニテハ極ク初期ヲ除キ

テハ一般ニ減少セルヲ見,脾 臟内ニテハ炎衝極期

頃迄ハ稍々減少スルモ,其 ノ後ハ漸次正常値ニ歸

セ リ.肝 臟ニテハ全時期ヲ通ジ一樣ニ保有量ノ減

少セル ヲ見ル.腎 臟 ニテハ1日 後迄ハ正常ニ比シ

テ殊ニ皮質部ニ於テ多少増加 セルモ2-3日 後 ニ

正常値ニ達シ4-5日 後 ニハ稍々低減ス.血 中及

ビ尿中ニハ著變ヲ認 メズ.即 チ實驗的肺炎例ニ於

テハ注入セ ラレタル卵白ノ體内分布ハ肺臟 ヲ始

メトシ脾,肝 臟及ビ筋肉ニ於テ卵白保有量減少シ

腎臟ニテ著變ナク,血 管外消失ハ初メ稍々遲廷ス

ルモ後變化ナク,尿 中ヘノ排出ハ全般的 ニ變化ヲ

見ズシテ,尚 ホ病變 ノ時期ニヨル變化モ著明ナラ

ズ.

第7表 肺 炎 例 其 ノ2

手 術 後 種 々異 ナ ル時 期 ニ於 ケル 體 内 分 布 状 態

     第4章 總 括及 ビ考按

 今實驗成績ヲ總括スルニ血管内注入卵白ノ體内

分布状態 ヲ正常例ニ於テハ腎臟ニ最モ多ク,脾 臟

之ニ次ギ尚ホ稍 々少ナキモノニ肺臟,肝 臟ア リ,

筋肉ニ於テ最モ少シ.腎 臟 ヲ皮質,髓 質 トニ分チ

テ見レバ卵白注入後 ノ初期ニ皮質部ニ多キモ其ノ

消失速カニシテ後期ニハ却 ツテ髓質部ヨリ少量ト

ナル.

「ウ腎炎」例ニ於テハ尿中ヘ ノ卵白排泄甚ダ不良

トナリ.腎 臟自體内ノ卵白量ハ正常ニ比シテ著シ

ク増加ス.肺 臟ニテハ變化ナク就中脾臟及ビ筋肉

ニテハ卵白注入後一度抑留サレタル卵白 ノ減少緩

徐ナリ.肝 臟ニテハ一般 ニ減少シ,又 血中ヨリノ

消失甚ダ徐々タリ.「ウラン」注射後時日ヲ經ルニ

從ヒ尿中卵白排出ハ益々減少スルニ反シ,腎 臟 ノ

保有量ハ却ツテ減ジ正常値ニ接近ス.尚 ホ他 ノ臟

器ニテハ時期ニヨル變化ハ著明ナラズ.

「カ腎炎」ニ際シテハ腎臟機能障碍前者ニ比シテ

輕度ニシテ血中ヨリ卵白ノ消失稍 緩々漫 ニシテ尿

中ヘ ノ排出モ多少不良 トナル.腎 臟 ノ卵白含有量

ハ皮質 ト髓質ニヨル差ナク同樣ニ増加シ
,肝 臟及

ビ脾臟ニテハ一般ニ減少ヲ示シ,肺 臟及ビ筋肉ニ

9
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著變ナシ.「 カ」注射後時期ニヨル變化ヲ見ルニ,

腎臟 ニ於テ後期ニ保有量減少シテ正常ニ歸スル ノ

外,他 ノ臟器ニ於テハ卵白量著變ヲ認 メズ.

 肺炎例ニ就テハ肺臟ニ於テ卵白注入後初メハ其

ノ瀦溜量ハ正常ヨリ少キカ或ハ殆 ド大差ナキモ,

其 ノ後減少速カナルガ如 シ.脾 臟,肝 臟,筋 肉等

ノ臟器モ保有量一般ニ多少減ジ腎臟 ニ於テハ正常

ト大差ナシ.血 行外ヘノ消失ハ多少遲廷セルモ尿

中ヘノ排出ニ著變ナク,肺 炎ノ時期 ニヨル變化ハ

一般ニ差程著明ナラザルモ後 ノ時期ニハ肺臟,脾

臟ニ於テ多少増量シ後正常ニ歸シ腎臟ニ於テ稍々

減少ヲ示スノミナリ.

 以上全般 ヲ通覽スルニ同ジク血管内ニ輸入サル

トモ卵白ノ如キ有機 「コロイド」ハ他 ノ陰性荷電

「コロイ ド」トハ消失及ビ分布状態ヲ多少異ニスル

モ,肝 臟,脾 臟 ノ如キ臟器ニ攝取サルルコトハ言

ヲ俟タズ.然 ルニ其 ノ程度弱ク又血中ヨリノ消失

ノ速度遲ク,而 モ腎臟ヲ通 ジテ排出サルル ノ感ア

リ.而 シテ肺炎雙球菌液ノ氣管内注入又ハ 「ウラ

ン」或ハ「カンタリヂン」注射等 ニヨリ肺炎或ハ腎

炎 ヲ起サシムルトキハ,夫 等ノ臟器 ノ卵白攝取ニ

變化 ヲ來 タスノミナラズ,尚 ホ常ニ肝臟,脾 臟 ノ

攝取度ハ正常ニ比 シテ一般ニ減退シ,其 ノ處理 ノ

遲延スルヲ觀察セリ.之 ニ就テハ種 々ノ理由ノ存

スル所ナランモ,其 ノ一ツトシテ異物處理ニ關與

スル網内系機能 ノ變化 ノ影響セルハ察 スルニ難 カ

ラズ.肺 炎及ビ腎炎ニ際シ脾臟ハ卵白注入後初 メ

ノ最大攝取量ガ正常ニ等シキカ或ハ減少セルニ拘

ハラズ.後 ノ時間的減少ノ甚ダ緩漫ナルハ卵白ノ

血中ニ永ク多量ニ滯留セルコトモ關係ナシトセザ

ルモ,コ レ實ニ異物處理能力ノ減退 ヲ示スモノト

考ヘラル.肝 臟 ニ於テハ常ニ卵白注入後初メニ攝

取量少キニモ拘ハラズ後ニハ正常 ト異ラザルモ亦

同樣ノ理由ニヨル.筋 肉ニ於テモ之等 ノ場合ニ卵

白保有量ニ多少變化アルハ蛋白結合能力或ハ瀦溜

作用ニ對 シテモ,網 内系 ト何等カノ調節機能アル

ヲ示シ,此 點ハ伊藤 トノ研究ニ於テモ既ニ述ベタ

ルガ如シ.肺 臟 ニ於テハ一般ニ著變 ヲ示サズ唯肺

炎ニ際シテ炎衝竈ニ於テ卵白注入後初 メノ保有量

正常 ト殆 ド大差ナキモ後減少スルコト速カナルガ

如シ.腎 臟ハ卵白ノ血行外排出ニ對シテ重要ナル

器官篇シテ「ウラン」注射ノ際最モ強 ク變化ヲ蒙 リ

卵白ノ尿内ヘノ移行モ甚ダ減少シ,他 ノ臟器ニ著

變ナキニ卵白ノ瀦溜著明ニシテ,而 モ髓質部ハ皮

質部ヨリモ多最ヲ保有シ正常ニ於ケル ト大ニ趣ヲ

異ニセ リ.「カンタリヂン腎炎」ニ就テ見レバ 「カ

ンタリヂン」ノ作用ハ「ウラン」ノ腎臟ニ對スル作

用 ト多少異 リ,前 者ハ細尿管ノ退行性變性主ナル

モ後者 ノ場合ハ絲毬體 ノ炎衝主ニシテ又余ノ實驗

ニ於テハ變化モ稍 々輕度ニシテ保有量モ前者ニ比

シテ多少少ク皮質部 ト髓質部 トハ同樣ナル時間的

消長ヲ示セリ.之 等「ウラン」及ビ「カンタリヂン」

注射ニヨリテ腎臟ニ於 ケル卵白保有量ハ皮質 ト髓

質 トノ間 ニ正常ニ於ケル ト甚ダ異ナレル關係アル

所以ハ恐ラクハ「ウラン」ト「カンタリヂン」トハ腎

臟ヲ侵ス部位 ノ異ルコト,障 碍ノ程度及ビ時期 ノ

相違等ニヨリテ生ズルモノニハ非ラザルヤト想像

シ,其 ノ解決ハ今後 ノ研究ニ俟ツベキモ興味アル

所見 ト言フヲ得可シ.肺 炎例 ニテハカカル變化ヲ

認メズ.

 以 上ニ於テ又炎衝ニ重點ヲ置キ觀察スルニ非經

口的輸入卵白分花ハ肺炎時肺ニ多少減少セルノ感

アレドモ腎炎時腎臟 ニ於テハ炎衝ノ比較的初期ニ

ハ多量ニ分布シ且永ク瀦溜スルモ其ノ後ハ減量シ

正常 ト大差ナキニ至ル ヲ見ル.即 チ之 ヨリ炎衝 ト

異物保留 トノ關係ヲ見ルニ輸入異物ハ其 ノ種類 ノ

如何ヲ問ハズ變化アル組織又ハ臟器ニノミ特ニ多

ク集ル トハ限ラザルガ如シ.

 非經 口的輸入異物ノ體内分布ハ種々ノ條件ニヨ

リ左右サルルハ言ヲ要セザルモ,抑 々注入異物 ノ

炎衝竈内抑留 ニハ血管ノ透過性モ其 ノ一ツノ要約

タルハ諸氏 ノ業績ニ徴シテ明カナリ.Landies18)

ハ血管 ノ透過性ハ毛細管壓 ト原形質膠質 トノ差ニ

竝行シテ變化シ.「水素イオン濃度」ノ増加ナクシ

10
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テ毛細管内ノ蛋白質 ノ滲出ヲ來 スコ トナ シ ト云

ヒ,又 血管内被細胞 ノ障碍時ハ正常時透過セザル

モノモ滲出シ,血 管擴張モ滲出ヲ助クルト説ケル

ガ如 ク炎衝竈 ノ血管透過性ノ變化モ無視スルヲ得

ズ.然 レドモ尚ホ其 ノ他 ノ要約 トシテ炎衝部 ノ細

胞機能變化モ亦看過スベカラザル可クコレニ關 シ

テモ諸氏ノ研究ア リテ一般ニ亢進スト云ヒ,或 ハ

初期ニ増進スルモ末期ニハ減退ス ト稱スルモノア

リ.例 ヘバ徳永19)ハ色素及ビ蛋白質 ノ炎衝竈ヘノ

移行ヲ檢シ正常ヨリモ促進 スト云ヒ,Hoff20)ハ

〓部 ノ血管内ニ注入セラレタル色素排出著シク亢

進スルヲ認メ,水 田ハ食道炎ニ松田ハ肋膜炎及ビ

腦膜炎ニ於テ色素吸收ノ増加ヲ觀察シ,Menkin23)

モ亦炎衝竈ニ色素蝟集スルヲ述ベ,河 本又血中ニ

注入セラレタル藥物ハ正常部 ヨリモ炎衝部ニ多量

ニ移行スト説キ,以 上悉 ク體内注入異物 ノ炎衝部

蝟集ヲ主張セリ.而 シテ谷ハ實驗的關節炎ニ於ケ

ル色素注入實驗ニヨリ初期ニハ色素吸收ノ亢進ヲ

末期ニハ夫々低下ヲ發表セリ.

 余 ノ腎炎ニ於ケル腎臟 ノ成績ハ以上 ノ諸氏ノ結

果 ト殆 ド一致セルヲ見タリ.然 ルニ肺炎例ニ就テ

ハ多少此關係ヲ異ニセ リ.コ レ即チ炎衝ヲ惹起セ

シメタリト雖モ,其 ノ起炎ノ目的ニ用ヒラレタル

操作臟器組織竝ニ注入異物ノ相違ヨリ必ズシモ炎

衝部ニ移行スル トノミハ限ラザルモノノ如 ク考ヘ

ラル.何 トナレバ余ノ實驗ニ於テハ體異物 トシテ

卵白ヲ使用セルモ,其 ノ用フル異物ヲ異ニスルニ

ヨリテモ體内ニ於ケル潴溜,分 布状ヲ異ニスルコ

トハ,徳 永 ノ實驗ヨリモ推察スルヲ得ベケレバナ

リ.即 チ同氏ハ炎衝竈 ノ皮下ニ注射サレタル物質

ノ血行ヘノ吸收ハ擴散度大ナルモノハ甚ダ速カナ

ルモ小ナルモノハ不良ニシテ,殊 ニ蛋白質ノ吸收

ハ著シク遲シト云ヘル ヨ リモ想像セラルル所タ

リ.而 シテ余ノ全實驗ヲ通ジ獨 リ網内系細胞ニ富

ム肝臟,脾 臟ニ於テノミ輸入卵白量ハ恒ニ減少セ

リ.即 チ生體ノ一部器官ニ病變 ヲ惹起セシムル ト

キハ多少 トモ網内系機能 ニ失調ヲ發來セシムルモ

ノニシテ,其 ノ病變竈ヘ ノ異物集合状態ハ其 ノ病

變 ヲ來セル組織及ビ器官 ノ如何,病 變 ノ性状如何

(操作 ノ如何)或 ハ使用異物 ノ如何等ニヨリテ異ナ

ルモノナリト思考サル.更 ニ此考察ヲ敷衍スレバ

若シ體異物ヲ網内系ノ機能變調ヲ介シテ利用セン

トセバ,其 ノモ ノニ攝取サレ易キ,之 ヲ例ヘバ陰

性荷電ノ如キモ ノヲ用 フルヲ以テ合理的 トナシ,

又特殊ノ箇所ニ集中セシメントセバ,其 ノ局所 ノ

性状 ト用ヒン トスル異物 トノ關係ヲ考フベキナリ

ト言フヲ得ンカ.

第5章 結 論

 家兎 ニ於テ正常及ビ種々操作 ヲ加ヘタル場合ニ

非經口的輸入卵白ノ體内分布状態 ヲ檢シ次 ノ結論

ヲ得タリ.

 1) 正 常時ニハ卵白ハ臟器中腎臟ニ最モ多 ク抑

留サレ脾臟之ニ次グ.肺 臟及ビ肝臟 ニ稍々少ク,

筋 肉ニ於テ最モ少シ.腎 臟 ノミニ就テ觀レバ卵白

注入ノ初メニ皮質部ニ多キモ後ニハ却ツテ髓質部

ニ多ク保有サル.而 シテ卵白ハ尿中ヘ多量ニ排出

サレ,血 中ノ卵白濃度ノ減少 ト殆 ド相平行 シテ尿

中排泄量モ減少ス.

 2) 「ウラン腎炎」時ニ於テハ腎臟 ノ卵白保有甚

ダ増量シ殊ニ髓質部ニ著朔ニシテ,脾 臟,肺 臟,

筋肉中ニモ多少増スモ,肝 臟内ニハ却ツテ減少ヲ

示ス.又 血中卵白ノ消失甚ダ遲延シ尿中ヘ ノ排出

モ不良 トナル.尚 ホ腎炎發生經過ニ從ヒ腎臟内卵

白量ハ増加ノ度減少スルモ,他 ノ臟器ニテハ時期

ニヨル著變ヲ見 ズ.唯 々尿中ヘノ排出ハ益々減少

ス.

 3) 「カンタリヂン腎炎」家兎ニテハ腎臟ノ皮質

モ髓質モ同樣 ニ卵白量増加 シ,肝,脾 臟中ニハ正

常家兎 ノ場合ヨリ減少シ,肺 臟,筋 肉中ニ著變ヲ

示サズ.又 血中卵白ノ消失ハ稍 々遲延シ,尿 中ヘ

ノ排出多少減少ス.又 コノ腎炎ニ於テハアル時日

ヲ過グレバ腎臟 ノ卵白量ハ漸次減少シテ正常ニ接

近スルモ他 ノ臟器,血 中,尿 中ノ卵白量ニハ著變
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ヲ來タサズ.

 4) 肺炎家兎 ノ肺臟 ノ卵白保有量ハ始 メ正常 ト

大差ナキモ後ニハ多少減少シ,脾 臟,肝 臟,筋 肉

ノ夫レモ亦稍々減少ス.但 シ腎臟ニ於テハ正常 ト

大差ナシ.卵 白 ノ血行外消失ハ肺炎時多少遲延ス

ルモ尿中排泄ハ正常 ト差異ナシ.又 肺炎ノ後期 ニ

到ルニ從ヒ肺臟,脾 臟ハ卵白量ハ正常ニ恢復スル

モ腎臟 ニテ ハ多 少 減 少 ヲ示 ス ノ外,他 ニ著 變 ヲ認

メズ.

 擱筆 ニ際シ終始御懇篤ナル御指導ヲ辱フセ

シ現東大柿沼教授竝ニ御校閲 ノ勞ヲ賜ハリシ

北山教授ニ滿腔ノ謝意ヲ表ス.
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 (Direktor Prof. Dr. K. Kakinuma u. Prof. Dr. K. Kitayama)

 Untersuchungen uber das Schicksal des intravenos

       eingefuhrten Huhnereiweisses.

(IV. Mitteilung)

 Uber die Verteilung des intravenos injizierten Huhnereiweisses
 in den verschiedenen Organen.

Von

Dr. Tumoru Kuramoto.

 Eingegangen am 4. Februar 1938.
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   Verf. hat an gesunden sowie an kranken Kaninchen, die an Nephritis, beziehuugs-

weise Pneumonia leiden den Verteilungszustand und die Verweildauer des Huhner-

eiweisses qualitativ und quantitativ studiert.

 Als Eiweissmaterial wurde eine 50%ige Wasserlosung von Huhnereiweiss in der

Dose von 10c.c. pro Kg. in die Ohrvenen des Kaninchens gegeben und dann mittels

der Prazipitationsmethode der Harn, das Blut, und Organextrakte aus der Lunge,

der Leber, der Milz, den Muskeln und den Nieren untersucht.

   Die Zusammenfassung der Versuchsresultate ist wie folgt:

   1) Bei gesunden Tieren nimmt Huhnereiweiss quantitativ in folgender Reihe zu:

in den Muskeln, der Leber, der Lunge, der Milz und den Nieren; in den letztern bleibt

es am langsten und deutlichsten zuruck.

 2) Bei den Uran-nephritis andert sich die Verteilung des Eiweisses in folgender

 Weise; in den Nieren, insbesonder in ihrer Marksubstanz nimmt es sehr auffallend,

in der Lunge, der Milz und den Muskeln in massigem Grade zu; dagegen wird in

der Leber eine Abnahme konstatiert. Ausserdem verandert sich die Verweidlauer

des Eiweisses in den Blutgefassen und wird seine Ausscheidung aus den Nieren deutlich

 gestort. Eine Zunahme des verabreichten Eiweisses findet mit dem Fortschritt der
 Nephritis hauptsachlich in der Blutbahn statt. Sie ist nicht feststellbar in den Muskeln,

der Leber, den Nieren und der Lungen.

   3) Bei der Kanthalisinnephritis mehrt sich der Eiweissgehalt sowohl in der Rinde

 als auch in der Marksubstanz, der Niere dagegen vermindert er sich in der Milz und

der Leber, wahrend in den Muskeln und der Lunge selbst keine Anderung des Eiweiss-

gehaltes bemerkbar ist.
   Die oben beschriebene Zunahme in den Nieren verschwindet aber mit der Zeit all-

mahlich, um schliesslich zum normalen Wert zuruckzukehren. Dies ist ganz anders

 als bei Urannephritis. Die Verweildauer des Eiweisses in der Blutbahn sowie seine

 Ausscheidung aus den Nieren sind in beiden Fallen gleich .
 4) Bei Lungenentzundung tritt eine leichte Abnahme des Eiweisses in den Lun-

gen, der Milz und den Muskeln in Erscheinung, wahrend Gehalt und verweildauer in
den Nieren sowie Ausscheidung des Eiweisses aus den Nieren fast keine Abweichung

von den Kontrolltieren zeigen.

 5) Aus den obigen Versuchen, die vorgenommen wurden , um den Zusammenhang
zwischen der Entzundung und der Zuruckhaltung des verabreichten Fremdkorpers

bei experimenteller Nephritis und Pneumonia klar zu machen , durfte hervorgehen,
dass der Fremdkorper sich nicht immer in den Geweben und den Organen , die im
Mittelpunkte der Entzundung stehen, sammelt , dass ferner der Fremdkorper in den
Organen wie Leber oder Milz, welche beide dem R.E.S. angehoren, immer eine
Abnahme zeigt, so dass eine pathologische Anderung irgend eines Organs immer von

 einer Ataxie des R.E.S. begleitet ist. (Autoreferat)
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